
情報統合本部 データ管理システム開発ユニット
實本英之



研究データを概要やメタデータ等と合わせ、保存・管理・共
有・公開するシステム

 研究データ管理
 日々の研究データを保管する

 研究データを限られた範囲で共有し、共同研究を促進する。

 データ生成機器から計算処理、データの保管・公開までをシームレスに接続
する

 研究データ公開・利活用
 研究データに適切な説明・メタデータを付け公開する

 業績発表に関して査読時のデータ提出および、客観的証明データを公開する

 様々なカタログサービス・検索サービスに研究ページのリンクを提供する



 プロジェクト管理サービスとオンラインストレージの複合システム

 GakuNinRDM プロジェクト管理サービス (NII RDCサービスのクローン)
 NextCloud オンラインストレージサービス

- File-level sharing
- Temporal/small-scale sharing 

with outside of RIKEN
- WebDAV

- File reference from NextCloud and S3 
etc.

- Permanent URL 
- Wiki
- Timestamp for research trail

Data Science Infrastructure

30PB Lustre Storage
with 21120 CPU cores

Research
Storage

Open-Sci. 
Storage

S3 Interface CIFS/SFTP/WebDAV

Labo. Server
& Data Provider

Cloud Storage

Reseach Management 
System
• Presents research abstract 
• Manages disclosure range
• Activity/Log file

Online Storage
• Data storing/sharing by 

webUI
• URL based file sharing

Storage Infrastructure
• Provides data vault
• Various type of storage

• Private/Public
• Commercial/non-

Commercial
• S3/CIFS/SFTP/WebDAV…

Researcher

 GakuNinRDM の
データ保管場所と
して、NextCloud 
や S3 を用いる

 NextCloud は各種
実験機器やファイ
ルサーバとのデー
タ転送に用いるこ
とが可能

データ実体はストレージイ
ンフラに保存される



研究開始
・研究データ
管理計画の設
定
・R2DMS上に
プロジェクト
作成
・プロジェク
トに関するメ
タデータ等の
設定

研究データ
作成・蓄積
・プロジェク
トにデータを
保存
・データのメ
タデータも併
せて保存

研究データ
解析
・プロジェク
トデータを
使って解析、
結果をプロ
ジェクトに保
存

発表承認
・成果発表を
PIに申告、
データ公開承
認を取得
・プロジェク
トページを
フォークし公
開ページを作
成
・適切に公開
データを選出

査読
・公開ページ
を査読者に通
達し、論拠
データを提供

発表・公開
・PIの承認の
元、公開ペー
ジを公開し論
拠データを公
知化
・適切なライ
センス等定め
利活用化

業績登録
・RARS内リポ
ジトリ入力欄
に公開ページ
を記載

データの
（自動）挿入

解析
結果保存

ページ複製

公開データ
選出

研究管理続行

長期公開・保管



 R2DMS 内サービスを利用したデータフロー設計のパイロットスタディ
 シーケンサにかけた人以外のゲノム解析結果について、R2DMS内に格納、

必要に応じて共有・公開できる体制
 現時点でR2DMSは個人情報を格納できるシステムではない

 NextCloud をハブにしたシステム構成(UIが便利)
 転送性能の確認等を繰り返し、現在はSSH によるデータ転送を行っている
 必要転送量は160Mbps ファイル数が多いため安定性に欠け、転送量も伸びない
 圧縮・結合を利便性のため利用していない
 NextCloud が参照するストレージへの直接書き込み

sshd

研究機器用閉路

理研イントラネット
（高機能ネットワーク）



 依頼された試料に対してスライス画像である Raw Dataおよびそれを
処理した3D Stitched Data を NextCloud を経由し蓄積、共有する
 1TB/2day: Raw 800GB(圧縮後400GB), Stitched 400GB
 Raw Data 結合・圧縮 4.5時間 + 転送7時間 => 半日程度で収まる (40-50MB/s)
 研究室側全パスが1Gbps なので今後 10Gbps へ拡張予定
 NextCloud の性能ボトルネックが出そう (2.5Gbps くらいまでは確認したが……

Raw NAS-1

Raw NAS-2

Stitched NAS

Stitching PC-1

Stitching PC-2 NextCloud 送出用 Windows PC

ファイル結合・圧縮

研究機器用閉路

理研イントラネット
（高機能ネットワーク）





 言いかえると「いつデータの証跡管理を始めるか」
 研究機器
 生成と生成条件の情報

 研究室のファイルサーバ
 データのキュレーション

 拠点のファイルサーバ
 拠点内共有に必要な情報

 NII RDC
 利活用するために必要な情報

保存すべきデータ化
・ただし生成情報は事前に

保管する必要がある



 メタデータ付与の是非
 必要ないデータにメタデータをつけるのは無駄

→メタデータはデータのフェイズごとに補完されていく

 データとメタデータの一致性
 データに採番を行いメタデータを対応させる

 データIDによるデータ追跡

 データ管理から公開へ
 完成したメタデータの提供

Research Perspective Metadata Manager
・ユニークなデータIDをつけメタデータを保持する
・変動性の強いメタデータも保持する
・それぞれのフェイズにおいて必要とされるメタデータを必要な時に付ける
・メタデータ変更・更新に関するアクセスコントロールの提供

データ

メタデータ ID取得と採番 参照・更新



NextCloud flow
 ファイルの操作に応じてスクリプトを実行できる
 作成・更新・削除・閲覧・・・・

 処理されるたびにメタデータにログを追加

 ファイル間の依存関係を自動生成

Create Upload Analyze1 Analyze2 Public

create modifymodify

補完

補完 整形



Hokusai SSHokusai CL

Data 
Analysis

ストレージバックアップ

データリンク
Permanent URL等

文献登録

研究メタデータ登録

データ登録

CUI

GUI

手入力による修正

自動取得

データ参照

研究メタデータ参照

解析投入

図書館職員による登録 文献
ラボ RIH 理研外

Phase 2 ではNII GRDM
を利用する予定



Hokusai SSHokusai CL

Data 
Analysis

NTT DataLake/分散Storage

公開時移管
査読前公開

Permanent URL等

文献登録

研究メタデータ登録

データ登録

CUI

GUI

手入力による修正

自動取得

データ参照

研究メタデータ参照

解析投入

図書館職員による登録 文献

データセット

ラボ RIH 理研外
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